
一般国道２３１号・２３２号
る も い

留萌拡幅

事後評価結果準備書説明資料

令和元年度
北海道開発局

（事後評価）

資料２－３（１）



目 次

１．事業の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・3
（１） 事業の目的
（２） 計画の概要
（３） 経緯

２．社会経済情勢の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・・6

３．事業の効果の発現状況 ・・・・・・・・・・・・・・7

４．費用対効果分析の要因の変化 ・・・・・・・・・15

５．今後の事業評価の必要性等 ・・・・・・・・・・・17



（１）事業の目的

・国道２３１号は、札幌市から留萌市に至る延長約１２９ｋｍの幹線道路。
・国道２３２号は、稚内市から留萌市に至る延長約１２８ｋｍの幹線道路。
・留萌拡幅は、留萌市街の交通混雑を緩和し、物流の効率化及び道路交通の定時性、安全性の向上を
目的とした延長４．３ｋｍの４車線拡幅事業。

■事業概要図

１．事業の概要
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■位置図



（２）計画の概要

１．事業の概要

①起点 ‥‥北海道留萌市浜中町

終点 ‥‥北海道留萌市塩見町

②計画延長‥‥４．３ｋｍ

③幅員 ‥‥１工区 ： ３２．０ｍ

‥‥２工区 ： ２４．５ｍ

④構造規格‥‥１工区 ： ４種１級

‥‥２工区 ： ３種２級

⑤設計速度‥‥６０ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥４車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局
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ほっかいどうる もい はまなか ■横断図

（単位：ｍ）

ほっかいどうる もい しお み

１工区

（単位：ｍ）２工区



■開通前

１．事業の概要
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（３）経緯

写真：留萌開発建設部（S63.7撮影）

■開通後

写真：留萌開発建設部（H10.8撮影）
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平成２８年６月
広域観光周遊ルート形成計画
「日本のてっぺん。きた北海道ルート。」
に認定

（１）事業周辺地域の状況

２．社会経済情勢の変化
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平成２７年４月
道の駅「おびら鰊番屋」
リニューアルオープン

写真：留萌開発建設部

平成１９年３月
「留萌港三泊地区
-12ｍ岸壁運用開始
平成２３年１１月
「留萌港（原木）」
拠点化形成促進港
選定 写真：留萌開発建設部

平成１０年 ４月～平成２５年 ３月
深川・留萌自動車道 深川ＪＣＴ～留萌大和田ＩＣ開通
令和元年度
深川・留萌自動車道 留萌大和田IC～留萌IC（仮）開通予定

写真：留萌開発建設部

平成２８年１２月
ＪＲ留萌本線
留萌～増毛間廃止

平成２８年５月
「船場公園」オープン

写真：留萌開発建設部

平成３１年１月
（仮称）道の駅「るもい船場公園」
重点「道の駅」に選定
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・当該事業区間の整備後における自動車交通量は、８，３８９台／日。

・整備前後の旅行速度を比較すると、現道では２３．４ｋｍ／ｈから５６．１ｋｍ／ｈと向上。

※整備前はH2調査
※整備後はH27調査

【整備前後の交通量及び旅行速度】

出典：全国道路・街路交通情勢調査

（１）交通量及び旅行速度の状況

３．事業の効果の発現状況
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・当該事業区間の整備前後の事故率を比べると、整備前は６０．８件／億台ｋｍであったのに対し、整備
後は８．２件／億台ｋｍと減少。

【整備前後の事故率】

出典：留萌開発建設部調べ

※整備前はH元～H3平均
※整備後はH27～Ｈ29平均

（２）交通事故の状況

３．事業の効果の発現状況



３．事業の効果の発現状況
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（３）事業効果の確認

事後評価にて確認した主な整備効果

・交通混雑の緩和

・水産品の流通利便性向上

・重要港湾留萌港の物流利便性向上

・日常生活の利便性向上

・道路交通の安全性確保



・国道２３１号と２３２号が交差する留萌市街地には、広域交通及び留萌港の物流と生活交通が集中。日
常的な交通混雑が発生し、住民生活行動や物流活動に影響が発生。
・当該道路の整備により、交通容量が拡大し、かつ国道が短絡されたことで、市街地に集中していた交
通が分散し、交通混雑の緩和による交通環境の改善が図られ、住民生活及び物流の利便性が向上。

３．事業の効果の発現状況

【市街地の通過状況】

留萌市浜中町

留萌市街地：迂回の解消
（浜中町～カモイワ間）

留萌市

■地域の声（R1.6 運送会社職員）
・整備前の留萌十字街周辺は、線形不良等によ

り交通渋滞が発生し、かつ特殊車両対応でな
かったため、特車利用時は元川交差点まで迂
回していました。

・当該道路整備により、渋滞の解消や特車での
走行が可能となり、留萌市街地の通過時間が
短縮し、輸送の迅速化・効率化が図られてい
ます。

留萌市カモイワ
（Ｒ231・232交点）
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（地点②）

（地点①）

整備前（地点①）

整備後（地点①）

写真：留萌開発建設部

（４）交通混雑の緩和

写真：留萌開発建設部
整備前（地点②）

写真：留萌開発建設部 写真：留萌開発建設部

整備後（地点②）

市街地での迂回が
解消し、通過時間が短縮!

留萌市街地：混雑度の低下
（留萌十字街～元川交差点間）

資料：H2、H27全国道路・街路交情勢調査

国道短絡化により交通分散が図られ、
市街地の混雑が緩和！

市街地周辺：旅行速度の向上
（浜中町～留萌十字街間）
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資料：H2、H27全国道路・街路交情勢調査

旅行速度が向上
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ルルモッペ大橋供用（H8）
により国道が短絡
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出典：H2、H27全国道路・街路交通情勢調査

７分短縮

迂回解消により所要時間が短縮！
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出典：留萌水産加工協同組合、留萌市役所、水産輸送会社ヒアリング

・留萌市の数の子加工量は日本一を誇り、国道周辺には加工場が多く立地。製品は主に関西方面へ出荷。
・留萌地域の甘えびは全道水揚量の約８割を占め、道外水揚量が少ない時期での供給確保に貢献。
・当該道路の整備により、管内の地域ブランドである数の子製品及び甘えびの出荷時の輸送の安定性や
効率性が向上し、地域産業の振興に寄与。

【数の子製品の輸送状況】

３．事業の効果の発現状況

出典：北海道水産物加工協同組合連合会ヒアリング(過水処理実績)

留萌市

至
苫小牧港

至
小樽港

運送会社集配送拠点
約3,000ｔ/H30

【大阪市中央卸売市場（本場）に
おける塩数の子産地別取扱高】

留萌市マスコット「KAZUMOちゃん」:留萌観光協会

ゴールデンビーチ
るもい（沖見町）

留萌地域

1,508t

73.1%

後志地区

271t

13.1%

その他

285t

13.8%

【北海道における塩数の子加工量】

H29年
北海道

数の子加工量
2,064ｔ

留萌地域産が
約７割

【甘えびの輸送状況】

新千歳空港から東
京市場等へ出荷

留萌市内の
数の子製造工場

７工場

「留萌市かずのこ条例」制定
５月５日・こどもの日が

「かずの子の日」に記念日登録

かずの子生産量日本一のマチ「留萌」

苫小牧港から関西方
面へ出荷（約600ｔ）

（５）水産品の流通利便性向上

小樽港から関西方面
へ出荷（約2,400 ｔ）

【留萌地域産甘えびの
道内水揚シェアの推移】

■地域の声（R1.6 水産加工会社職員）
・原料受入時期の７～８月には、海水浴等で市外からの観光客も多くな

り、当該道路整備前には沖見町のゴールデンビーチ前の国道は非常に
混雑し、工場間の原料・製品輸送に時間がかかることがありました。

・当該道路整備により、夏期観光シーズンでもスムーズな輸送が可能と
なり、輸送時間のロスがなくなりました。

・また、沖見町付近では、４車線化及び線形改良により見通しが良くな
り、大型車両の走行安全性が向上しています。 11

至
新千歳空港

出典：新星マリン漁協、北るもい漁協、増毛漁協ヒアリング
出典：東京都中央卸売市場年報

北海道水産現勢、石川県水産総合センター

【東京市場の甘えび月別取扱量（H29）】
道外で水揚が少ない時期に
北海道のシェアが特に高い

【留萌地域産甘えびの
道内水揚シェア(H29）】

出典：北海道水産現勢製造工場
集積エリア
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出典：北海道水産現勢

留萌地域

861t

75.3%

後志地域

249t

21.8%

その他

33t

2.9%

H29年
甘エビ道内
水揚げ量
約1,143ｔ

約８割が
留萌地域産

北海道

202百万円

59.0%

東京都

119百万円

34.7%

その他

22百万円

6.3%

出典：大阪市中央卸売市場年報（H30年）

北海道産が
約６割

H30年
国内産塩数の子
取扱高
343百万円

至
増毛

至 羽幌



石炭

417,552t

30.6%

セメント

204,026t

15.0%

原木その他

72,870t

5.3%

その他

65,602t

4.8%

石油製品

・重油

604,460ｔ

44.3％

・留萌・上川・空知地方の産業や生活を支えるエネルギー供給拠点の役割を担う物流拠点留萌港。
・当該道路の整備により、留萌市内の交通混雑が緩和され輸送の効率化が図られるとともに、安全性が
向上し、管内及び背後圏への石油製品・石炭輸送の物流利便性が向上。

３．事業の効果の発現状況
（６）重要港湾留萌港の物流利便性向上

【石油製品及び石炭の輸送状況】

油槽所

約４１.８万ｔ（H29年）

貯炭場

約６０．４万ｔ（H29年）

出典：油槽所、石炭輸送会社ヒアリング

留萌市

■地域の声（R1.6 油槽所職員）
・当該道路の整備により、国道231号と国道232号

が直結し、油槽所と留萌市内及び増毛方面とのア
クセスが向上しています。また、4車線化や交差
点改良等により、市内のボトルネックが解消し、
交差点を先頭とした渋滞発生の減少、夏期観光期
の渋滞解消が図られ、留萌港からの石油輸送にお
いて安全性や定時性が向上しています。

ロシア、中国等
から輸入

留萌港

出典：留萌市統計書（H30年度）

【留萌港取扱貨物量】

留萌港

72%

苫小牧港

28%

出典：e燃費HP

【留萌港から旭川市内ガソリンスタンドへの
石油製品輸送割合】

国内から移入
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H29年
取扱貨物合計
136万トン増毛町方面へ

背後圏の
生活・産業に寄与

【石油製品の輸送状況】

■石油輸送（H30年度）
・留萌近郊：約10％
・上川方面：約80％
・オホーツク方面：約7％
・空知方面等：約3％

■石炭輸送（H30年度）
【旭川市：製紙会社へ】 8万ｔ （10ｔダンプ、20ｔトレーラー：約150ｔ/日）
【名寄市：製紙会社へ】 3万ｔ （10ｔダンプ、20ｔトレーラー：約100ｔ/日）

【歌志内市：露頭炭事業者～電力会社等へ】 14万ｔ （10ｔダンプ：約600ｔ/日）
【沼田町：露頭炭事業者～電力会社等へ】8万ｔ （10ｔダンプ：約500ｔ/日）
【奈井江町：商社～製紙会社・電力会社等へ】 13万ｔ （20tトレーラー：約300ｔ/日）

※旭川市以外は、不定期輸送

国道短絡化等に
より危険物輸送
の安全性が向上!

上川方面等へ
整備前は混雑して
いる市街部を走行

北海道経済を支える
主要産業の製紙業、
電力産業の燃料供給
に貢献!

オホーツク

方面

上川方面

空知方面等
出典：油槽所ヒアリング

石油製品・重油、石炭が
約７割

留萌港油槽所

旭川市のエネルギー
需要の約7割を留萌港の

油槽所が分担!

写真：留萌開発建設部

旭川市
ガソリンスタンド

93件



羽幌・
豊富方面へ

増毛・
札幌方面へ

札幌・旭川
方面へ

H28年12月
JR留萌本線

留萌～増毛間廃止

S62年3月
旧国鉄羽幌線

廃止

整備前（S63.7）バス運行状況

【当該道路を利用した路線バスの運行実態】

（７）日常生活の利便性向上

・留萌市は、管内の中心都市として病院、学校、商業施設等の都市機能が集積しており、周辺町村から
のアクセスはJR廃線による唯一の公共交通である路線バスが主であり、年間約４７万人が利用。
・また、留萌市と札幌市や旭川市とを連絡するJR駅及びバスターミナルが市街部中心に立地。
・当該道路の整備により、路線バス等の走行環境が改善され、管内自治体から留萌市等への通院、通
学、購買といった日常生活の利便性が向上。

３．事業の効果の発現状況

出典：バス会社ヒアリング、留萌市統計書（H30年度）
※都市間バス：特急はぼろ号、高速るもい号
※路線バス：北海道中央バス、沿岸バス、道北バス、てんてつバス

■地域の声（R1.6 バス会社職員）
・整備前は、夏期の海水浴等の観光渋滞により、20～30分程度の運行遅れが発生

することがありました。
・整備後は、4車線化及び交通隘路の解消により、夏期の渋滞が改善され、運行定

時性が向上することで、バスの遅延が減少し、停留所での乗客の待ち時間減少
等、利用者へのサービス向上が図られています。

H３０年度通院患者数
小平町 12,000人
増毛町 12,411人

留萌市立病院

【増毛町・小平町から留萌市への通学・通院・買い物の依存状況】

資料：留萌振興局保健環境部（H28年度受療動向）、北海道広域商圏動向調査（H21）
国勢調査（H27）、医療施設調査(H29.10)、全国大型小売店舗総覧(H30.7）
留萌市立病院ヒアリング

留萌市至
小平町

至
増毛町

【小平町住民の
留萌市への依存度】
通 学：32.0％
通 院：63.4％
買い物：62.1％

【増毛町住民の
留萌市への依存度】
通 学：66.3％
通 院：50.8％
買い物：52.8％

留萌市街
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・医療施設：３２施設
（病院3、一般診療所16、
歯科診療所13）

・大型小売店舗：４店

留萌市街

夏期の混雑解消により、
路線バスの定時性が向上!

周辺町村住民
の半数近くが
留萌市に依存

留萌駅前が管内
の交通結節点 【路線バス・都市間バス運行実態】

路線バス：平日76便（冬期８０便）/日
休日59便/日

都市間バス：
特急はぼろ号 12便/日
高速るもい号 18便/日

当該区間

運行路線

469,004人

78.5%

その他

128,180人

21.5%

【路線バス乗降客数割合】

H29年
留萌市

バス乗降客数
約60万人

当該道路を
約47万人
が利用
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・当該道路整備前の留萌市街地は、宗谷圏と札幌圏を結ぶ国道の結節点として交通が集中し、３年間で
追突事故等が当該道路で１９件、留萌市街地で５０件発生。
・当該道路の整備により、道路隘路の解消や交通分散による市街地の通過交通が減少し、死傷事故が
大幅に減少するなど、留萌市街地における道路交通の安全性が向上。
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【開通前後における当該道路・留萌市街地の死傷事故発生状況】

３．事業の効果の発現状況

整備前（H元～H3年） 整備後（H27～H29年）

■地域の声（R1.6 消防署職員）
・整備前は沖見町付近や留萌十字街で事

故が多く発生し、救急救助要請を受け
ることがありましたが、整備後は、４
車線化及び道路隘路等の解消により交
通安全性が向上し、事故の発生が減少
しています。

出典：留萌開発建設部 【整備前後の死傷事故率の変化】

約９割減少

当該道路区間

死傷事故件数 19件

当該道路区間

死傷事故件数 3件

留萌市

留萌市

出典：留萌開発建設部

【整備前後の死傷事故件数の変化】

出典：留萌開発建設部

追突事故及び
正面衝突事故が

約８割減少

留萌十字街
留萌十字街

元川交差点元川交差点ゴールデンビーチ
るもい（沖見町） ゴールデンビーチ

るもい（沖見町）

留萌市街地：死傷事故件数の変化、大型車交通量の変化
（留萌十字街～元川交差点間）

【死傷事故件数の減少】

留萌市街地

死傷事故件数 50件

留萌市街地

死傷事故件数 5件

当該道路区間：死傷事故件数等の変化

約９割減少

（８）道路交通の安全性向上

交通分散により留萌市街地
の通過交通が減少!
死傷事故が大幅に減少！

整備前（地点①） 整備後（地点①）

写真：留萌開発建設部写真：留萌開発建設部

（地点①）

1,261

551

0

500

1000

1500

整備前

（H2）

整備後

（H27）

（台）

【大型車交通量の減少】

出典：留萌開発建設部

大型車台数が半減



４．費用対効果分析の要因の変化
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（１）計画時との比較

※計画交通量は、Ｒ１２将来交通量の推計値

H１６再評価時点
（計画時）

R１事後評価時点
備考

（計画時からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝６．８ｋｍ Ｌ＝４．３ｋｍ
・交通量の減少等、周辺状況の変化を鑑み、２工区の事業計画を
見直し（H24再評価）

計画交通量
１４,８００
台/日

５，６００～
９，４００台/日

・将来交通需要推計の見直し
H16再評価時：H11全国道路・街路交通情勢調査（フルネット）
R1事後評価時：H22全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）

事業完了年度 平成２１年度 平成２６年度 ・軟弱地盤対策工や用地手続きによる事業期間延伸

総事業費 約２５９億円 約２３３億円 ・２工区の道路構造見直しによる減（H24再評価）

総費用
Ｃ

約３０４億円
（基準年Ｈ１６）

約４２８億円
（基準年R１）

※・ 総費用は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）
したもの
・「費用便益分析マニュアル」改訂（平成３０年）による、時間価値
原単位の見直し

総便益
Ｂ

約６５４億円
（基準年Ｈ１６）

約４８６億円
（基準年R１）

※・ 総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）
したもの
・「費用便益分析マニュアル」改訂（平成３０年）による、時間価値
原単位の見直し

費用対効果
Ｂ／Ｃ

２．２ １．１ ・交通量の減に伴う便益額の減
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費用増加額 便益減少額 社会的損失額

－６８．６億円 ２５１．１億円 １８２．５億円

（２）事業期間の状況変化による社会的損失額

４．費用対効果分析の要因の変化

※基準年はＲ１で統一

「事業遅延による社会的損失額」＝「費用増加額」＋「便益減少額」

「費用増加額」 ： 事業着手から実際の供用年次までの期間における「実績事業費の
現在価値合計」と「計画事業費、維持管理費の現在価値合計」の差額

「便益減少額」 ： 遅延した期間に発生が想定される「便益の現在価値合計」



５．今後の事業評価の必要性等

17

○今後の事後評価及び改善措置の必要性

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

現道の交通・渋滞状況の調査分析や地域計画を鑑み、事業計画の修正を行った上で事業を進
めることができた。

今後も、事業の実施においては、関係機関とも綿密に連携し、調査分析を進めていくことが重要
である。
また、事業評価手法の見直しの必要性はないものと考える。

留萌拡幅の整備により、留萌市街の交通混雑を緩和し、物流の効率化及び道路交通の定時性、
安全性の向上など当初の目的が達成されていることから、今後の事後評価及び改善措置の必要
性はないものと考える。
なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しやすい道路環境を確保するため、適切
な維持管理に取り組んでいく。


